
別紙 

新 旧 対 照 表 

（下線部は変更部分） 

アイヌの人々が誇りと希望をもてる豊浦を目指すための施策推進地域計画

令和元年 9月 20日認定 

変更後 変更前 

１～２ （略） 

３ アイヌ施策推進地域計画の目標 

（１）地域におけるアイヌ文化等の現状及び課題 

豊浦町においては、豊浦の旧名「ベンベ」や「レプンケプ」など４０

か所ほどのアイヌ語由来の地名が残されているとともに、明治初期まで

に、町内の本町地区や礼文華地区などにコタンが存在していたが、礼文

華地区においては３０戸ほどからなるレプンケプコタンがあったとさ

れ、歴史的にアイヌ文化等に関わりが深い。 

豊浦町には昭和５７年３月２日に社団法人北海道ウタリ協会豊浦支部

が設立され、その後、平成２６年４月１日に北海道豊浦アイヌ協会へ組

織を改め、これまでアイヌ文化の復興や伝承を図るとともに、礼文華海

浜公園や礼文華生活館を活動の拠点としてアイヌの伝統的儀礼を開催す

るなど、アイヌ文化等の発信を行ってきた。また、豊浦町教育委員会で

は、年２回、町内外の方に対して文化財をテーマとしたフィールドワー

ク型の公民館講座を実施している。このほか、礼文華小学校の生徒は、

毎年７月に開催される「カムイノミ・イチャルパ」に参加しており、事

前学習として、儀式が行われる月に授業の一環で、アイヌ文化や儀式へ

の理解を深めるために学芸員によるアイヌ文化の解説、町外のアイヌ協

会から講師を招いての古式舞踊やアイヌの伝統料理を実際に作る調理実

習などを行い、町内ではアイヌの歴史や文化を学ぶ機会の充実が図られ

ており、町民の関心が高まりつつある。 

このように北海道豊浦アイヌ協会等によるこれまでの取組により、町
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か所ほどのアイヌ語由来の地名が残されているとともに、明治初期まで

に、町内の本町地区や礼文華地区などにコタンが存在していたが、礼文
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内でアイヌの歴史や文化を学ぶ機会は相当程度あり、町民の関心は高ま

りつつあるものの、アイヌ関連団体会員の職業や経済的理由により文化

伝承活動に専念することができないなど、アイヌ文化等の担い手が不足

しており、次世代への円滑な継承が喫緊の課題となっている。 

豊浦町の基幹産業は一次産業であるが、その中でも水産業が主であり、

ホタテ貝養殖漁業が中心となっている。このホタテ貝養殖漁業は、噴火湾

沿いの中で本町が発祥の地であり、アイヌの人々が試行錯誤を繰り返し、

養殖方法を確立した歴史もある。 

また、本町における水揚全体の約７割がホタテ貝であるが、近年の原因

不明の大量へい死がホタテ貝養殖漁業者にとって死活問題となってい

る。現在も、漁業協同組合、北海道、関係機関と連携し、原因究明に努め

ているが未だ解明されていない。 

このホタテ貝養殖漁業を経営する人の６割以上はアイヌの人々であ

り、アイヌの人々を含む町民の生活を守るため、また、アイヌ文化を次

世代に承継するためにもホタテ貝へい死に係る調査研究を行い、水揚量

が安定した暁にはブランド化を図り、町の産業振興につなげていく必要

がある。 

北海道豊浦アイヌ協会の活動拠点となっている礼文華生活館について

は、照明設備などが古く、また、一部雨漏りも生じており、日常的な利

用や非常時にも支障を来しており、改修への要望も多い。また、「カム

イノミ・イチャルパ」の開催場所である礼文華海浜公園は、キャンプ場

機能も備えており、夏になると多くのキャンパーが訪れる。このような

方たちも含め、町内外の誰もが豊浦のアイヌ文化に触れられ、世界へ発

信してもらえるような海浜公園の再整備が急務である。 

さらに、礼文華地区を拠点とする町内循環型の公共交通網整備と併

せ、２０２０年４月民族共生象徴空間の開業にあわせて多くの観光客が

訪れてもらえるよう、また、受け入れるために、象徴空間と当町を結ぶ

公共交通の充実や施設の整備を図るとともに、外国人観光客等に対応す

内でアイヌの歴史や文化を学ぶ機会は相当程度あり、町民の関心は高ま

りつつあるものの、アイヌ関連団体会員の職業や経済的理由により文化

伝承活動に専念することができないなど、アイヌ文化等の担い手が不足

しており、次世代への円滑な継承が喫緊の課題となっている。 
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さらに、礼文華地区を拠点とする町内循環型の公共交通網整備と併

せ、２０２０年４月民族共生象徴空間の開業にあわせて多くの観光客が
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るため、礼文華海浜公園におけるインフォメーション機能の充実を図る

とともに、町内全域におけるさらなるアイヌ文化に対する機運を高める

必要がある。 

※アイヌ関連団体 （略）

※アイヌ文化等関連施設 （略）

（２） アイヌ施策推進地域計画の目標

【概要】 

アイヌ文化等のブランド化と次世代への承継を確実なものとするとと

もに、地域に存するアイヌ文化等を発信し、内外におけるアイヌ関連の

交流活動を活発化させ、魅力ある地域社会の形成を目標とする。 

（３） 数値目標

事業 観光の振興その 

他の産業の振興 

に資する事業 

地域内及び地域 

間の交流並びに 

国際交流の促進 

に資する事業 

ＫＰＩ 礼文華海浜

公園利用者

数 

・豊浦町に適

した稚貝の

選択 

・ホタテのア

イヌブラン

ド関係 

商品開発数 

販売会実施

回数 

礼文華生活

館利用者数 

アイヌ文様

ラッピング

バス利用者

数 

るため、礼文華海浜公園におけるインフォメーション機能の充実を図る

とともに、町内全域におけるさらなるアイヌ文化に対する機運を高める

必要がある。 

※アイヌ関連団体 （略）

※アイヌ文化等関連施設 （略）

（２） アイヌ施策推進地域計画の目標

【概要】 

アイヌ文化等の次世代への承継を確実なものとするとともに、地域に

存するアイヌ文化等を発信し、内外におけるアイヌ関連の交流活動を活

発化させ、魅力ある地域社会の形成を目標とする。 

（３） 数値目標

事業 観光の振興その 

他の産業の振興 

に資する事業 

地域内及び地域 

間の交流並びに 

国際交流の促進 

に資する事業 

ＫＰＩ 礼文華海浜

公園利用者

数 

礼文華生活

館利用者数 

アイヌ文様

ラッピング

バス利用者

数 
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令和元年度 

（基準年

度） 

2,700人／

年間 

3,000人／

年間 

12,500人／

年間 

令和２年度     0人／

年間 

  960人／

年間 

12,600人／

年間 

令和３年度 

（中間目

標） 

  592人／

年間 

豊浦町に適

する可能性

のある稚貝

産地を１地

域以上選定 

1,000人／

年間 

12,700人／

年間 

令和４年度 2,400人／

年間 

豊浦町に適

する可能性

のある稚貝

産地を１地

域以上選定 

1,050人／

年間 

12,800人／

年間 

令和５年度 

（最終目

標） 

4,320人／

年間 

豊浦町に適

する可能性

のある稚貝

産地を１地

域以上選定 

商品開発数 

１商品／年

間 

販売会実施

回数 

１回／年間 

1,100人／

年間 

12,900人／

年間 

令和元年度 

（基準年

度） 

2,700人／

年間 

3,000人／

年間 

12,500人／

年間 

令和２年度 2,800人／

年間 

3,100人／

年間 

12,600人／

年間 

令和３年度 

（中間目

標） 

2,900人／

年間 

3,200人／

年間 

12,700人／

年間 

令和４年度 3,000人／

年間 

3,300人／

年間 

12,800人／

年間 

令和５年度 

（最終目

標） 

3,500人／

年間 

 3,400人／

年間 

12,900人／

年間 
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４ アイヌ施策の推進に必要な事業に関する事項 

４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業 

■アイヌ文化関連の観光プロモーション事業・・・伝統的儀礼の開催

場所となっている礼文華海浜公園の再整備や、アイヌゆかりの地な

どを巡る観光ルートの開発、施設内外の案内板設置等を行う。

■水産物アイヌブランド化事業・・・ホタテ貝養殖の稚貝へい死によ

る調査研究を行うとともに、本事業によりホタテ貝養殖水揚げ量を

安定させ、アイヌブランドとしての商品開発及び販売会を行う。 

■ミュージカル「松浦武四郎－カイ・大地との約束－」開催事

業・・・町内におけるアイヌ文化の機運を高めるため、豊浦町が主

催でわらび座のミュージカルを開催する。

■アイヌ文様ラッピングバス事業・・・生活館（地域住民交流の場）

を拠点にアイヌの人々の利便性を確保するバス事業を行う。

４－４ （略） 

５ （略） 

６ 法第１５条第１項の交付金を充てて行う事業の内容、期間及び事業費 

（１） （略）

（２）地域・産業振興事業 

事業内容：４―３と同じ 

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付） 

事業費：２８０，７２９千円 

（３）コミュニティ活動支援事業 

事業内容：４－４と同じ 

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付） 

４ アイヌ施策の推進に必要な事業に関する事項

４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業 

■アイヌ文化関連の観光プロモーション事業・・・伝統的儀礼の開催

場所となっている礼文華海浜公園の再整備や、アイヌゆかりの地な

どを巡る観光ルートの開発、施設内外の案内板設置等を行う。

■ミュージカル「松浦武四郎－カイ・大地との約束－」開催事

業・・・町内におけるアイヌ文化の機運を高めるため、豊浦町が主

催でわらび座のミュージカルを開催する。

■アイヌ文様ラッピングバス事業・・・生活館（地域住民交流の場）

を拠点にアイヌの人々の利便性を確保するバス事業を行う。

４－４ （略） 

５ （略） 

６ 法第１５条第１項の交付金を充てて行う事業の内容、期間及び事業費 

（１） （略）

（２）地域・産業振興事業 

事業内容：４―３と同じ 

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付） 

事業費：３０９，２９８千円 

（３）コミュニティ活動支援事業 

事業内容：４－４と同じ 

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付） 
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事業費：４６，４６４千円 

７ アイヌ施策推進地域計画が法第１０条第９項各号に掲げる基準に適合

すると認められる理由 

（１）「アイヌ施策の意義及び目標」との適合性（第１号基準） 

「アイヌ施策の意義及び目標」に適合したアイヌ施策の推進を図る

ために必要な事業の記載（第２号基準） 

■４－３に記載する事業は、アイヌ文化関連の観光プロモーション

及び水産物のアイヌブランド化を実施することによって、アイヌ

の人々が誇りを持って生活することができ、その誇りが尊重され

る社会の実現を図るものであり、共生社会の実現に寄与するもの

である。

■４－４に記載する事業は、アイヌ高齢者の活動環境の改善を図る

ことによって、アイヌの人々が誇りを持って生活することができ、

その誇りが尊重される社会の実現を図るものであり、共生社会の

実現に寄与するものである。

（２）反社会的勢力やその関係者（以下「反社会的勢力等」という。）の関

与の可能性（第２号基準） 

４の事業については、観光プロモーション事業の一部、アイヌブラ

ンド化事業、ラッピングバス事業を除き豊浦町の事業として実施す

るものであり、反社会的勢力等の関与はない。また、観光プロモーシ

ョン事業の一部は豊浦観光協会への委託、アイヌブランド化事業は

いぶり噴火湾漁業協同組合への委託、ラッピングバス事業は豊浦ハ

イヤー（有）への委託を想定しているが、それぞれ反社会的勢力等の

関与は認められない。 

（３）円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること（第３号基

事業費：５０，６９９千円 

７ アイヌ施策推進地域計画が法第１０条第９項各号に掲げる基準に適合

すると認められる理由 

（１）「アイヌ施策の意義及び目標」との適合性（第１号基準） 

「アイヌ施策の意義及び目標」に適合したアイヌ施策の推進を図る

ために必要な事業の記載（第２号基準） 

■４－３に記載する事業は、アイヌ文化関連の観光プロモーション

を実施することによって、アイヌの人々が誇りを持って生活する

ことができ、その誇りが尊重される社会の実現を図るものであ

り、共生社会の実現に寄与するものである。

■４－４に記載する事業は、アイヌ高齢者の活動環境の改善を図る

ことによって、アイヌの人々が誇りを持って生活することができ、

その誇りが尊重される社会の実現を図るものであり、共生社会の

実現に寄与するものである。

（２）反社会的勢力やその関係者（以下「反社会的勢力等」という。）の関

与の可能性（第２号基準） 

４の事業については、観光プロモーション事業の一部、ラッピング

バス事業を除き豊浦町の事業として実施するものであり、反社会的

勢力等の関与はない。また、観光プロモーション事業の一部は豊浦観

光協会への委託、ラッピングバス事業は豊浦ハイヤー（有）への委託

を想定しているが、それぞれ反社会的勢力等の関与は認められない。 

（３）円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること（第３号基
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準） 

■事業の実施主体の特定

６で記載の事業については、事業担当部署である豊浦町町民課、

産業観光課、地方創生推進室が事業者を特定もしくは想定してお

り、その妥当性を検証している。 

■事業実施スケジュールの明確性

６で添付の工程表は、事業担当部署である豊浦町町民課、産業観

光課、地方創生推進室が特定もしくは想定している事業者からの聞

き取りを踏まえて作成したものであり、その妥当性を検証してい

る。 

■地域住民の意見聴取

計画策定に当たり、アイヌの人々をはじめ地域住民 、いぶり噴火

湾漁業協同組合 から意見を聞いているが、反対意見はなかった。 

８ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

（１）目標の達成状況に係る評価の手法 

３に記載するＫＰＩである礼文華海浜公園利用者数、ホタテのアイヌ

ブランド関係商品開発数及び販売会実施回数、礼文華生活館利用者数、ア

イヌ文様ラッピングバス利用者数等について、実績値を公表する。また、

市町村の外部有識者等により、目標の達成状況等について検証を行い、改

善点を踏まえて計画期間内の事業実施等に反映する。 

（２） （略）

（３） （略）

９～１０ （略） 

準） 

■事業の実施主体の特定

６で記載の事業については、事業担当部署である豊浦町町民課、

地方創生推進室が事業者を特定もしくは想定しており、その妥当性

を検証している。 

■事業実施スケジュールの明確性

６で添付の工程表は、事業担当部署である豊浦町町民課、地方創

生推進室が特定もしくは想定している事業者からの聞き取りを踏ま

えて作成したものであり、その妥当性を検証している。 

■地域住民の意見聴取

計画策定に当たり、アイヌの人々をはじめ地域住民から意見を聞

いているが、反対意見はなかった。 

８ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

（１）目標の達成状況に係る評価の手法 

３に記載するＫＰＩである礼文華海浜公園利用者数、礼文華生活館利

用者数、アイヌ文様ラッピングバス利用者数等について、実績値を公表す

る。また、市町村の外部有識者等により、目標の達成状況等について検証

を行い、改善点を踏まえて計画期間内の事業実施等に反映する。 

（２） （略）

（３） （略）

９～１０ （略） 
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アイヌ施策推進地域計画

１ アイヌ施策推進地域計画の名称 

アイヌの人々が誇りと希望をもてる豊浦を目指すための施策推進地域計画

２ アイヌ施策推進地域計画の作成主体の名称 

  北海道豊浦町 

３ アイヌ施策推進地域計画の目標 

（１）地域におけるアイヌ文化等の現状及び課題

豊浦町においては、豊浦の旧名「ベンベ」や「レプンケプ」など４０か所ほ

どのアイヌ語由来の地名が残されているとともに、明治初期までに、町内の本

町地区や礼文華地区などにコタンが存在していたが、礼文華地区においては３

０戸ほどからなるレプンケプコタンがあったとされ、歴史的にアイヌ文化等に

関わりが深い。 

豊浦町には昭和５７年３月２日に社団法人北海道ウタリ協会豊浦支部が設立

され、その後、平成２６年４月１日に北海道豊浦アイヌ協会へ組織を改め、こ

れまでアイヌ文化の復興や伝承を図るとともに、礼文華海浜公園や礼文華生活

館を活動の拠点としてアイヌの伝統的儀礼を開催するなど、アイヌ文化等の発

信を行ってきた。また、豊浦町教育委員会では、年２回、町内外の方に対して

文化財をテーマとしたフィールドワーク型の公民館講座を実施している。この

ほか、礼文華小学校の生徒は、毎年７月に開催される「カムイノミ・イチャル

パ」に参加しており、事前学習として、儀式が行われる月に授業の一環で、ア

イヌ文化や儀式への理解を深めるために学芸員によるアイヌ文化の解説、町外

のアイヌ協会から講師を招いての古式舞踊やアイヌの伝統料理を実際に作る調

理実習などを行い、町内ではアイヌの歴史や文化を学ぶ機会の充実が図られて

おり、町民の関心が高まりつつある。 

このように北海道豊浦アイヌ協会等によるこれまでの取組により、町内でア

イヌの歴史や文化を学ぶ機会は相当程度あり、町民の関心は高まりつつあるも

のの、アイヌ関連団体会員の職業や経済的理由により文化伝承活動に専念する

ことができないなど、アイヌ文化等の担い手が不足しており、次世代への円滑

な継承が喫緊の課題となっている。 

豊浦町の基幹産業は一次産業であるが、その中でも水産業が主であり、ホタテ

貝養殖漁業が中心となっている。このホタテ貝養殖漁業は、噴火湾沿いの中で本

町が発祥の地であり、アイヌの人々が試行錯誤を繰り返し、養殖方法を確立した

歴史もある。 

また、本町における水揚全体の約７割がホタテ貝であるが、近年の原因不明の

大量へい死がホタテ貝養殖漁業者にとって死活問題となっている。現在も、漁業

協同組合、北海道、関係機関と連携し、原因究明に努めているが未だ解明されて
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いない。 

このホタテ貝養殖漁業を経営する人の６割以上はアイヌの人々であり、アイ

ヌの人々を含む町民の生活を守るため、また、アイヌ文化を次世代に承継する

ためにもホタテ貝へい死に係る調査研究を行い、水揚量が安定した暁にはブラ

ンド化を図り、町の産業振興につなげていく必要がある。

北海道豊浦アイヌ協会の活動拠点となっている礼文華生活館については、照

明設備などが古く、また、一部雨漏りも生じており、日常的な利用や非常時に

も支障を来しており、改修への要望も多い。また、「カムイノミ・イチャル

パ」の開催場所である礼文華海浜公園は、キャンプ場機能も備えており、夏に

なると多くのキャンパーが訪れる。このような方たちも含め、町内外の誰もが

豊浦のアイヌ文化に触れられ、世界へ発信してもらえるような海浜公園の再整

備が急務である。 

さらに、礼文華地区を拠点とする町内循環型の公共交通網整備と併せ、２０

２０年４月民族共生象徴空間の開業にあわせて多くの観光客が訪れてもらえる

よう、また、受け入れるために、象徴空間と当町を結ぶ公共交通の充実や施設

の整備を図るとともに、外国人観光客等に対応するため、礼文華海浜公園にお

けるインフォメーション機能の充実を図るとともに、町内全域におけるさらな

るアイヌ文化に対する機運を高める必要がある。 

※アイヌ関連団体

・北海道豊浦アイヌ協会

（設立：昭和５７年３月）

 

※アイヌ文化等関連施設

・豊浦町礼文華海浜公園

所在：虻田郡豊浦町字礼文華海浜地

現況：平成１６年３月設置

カムイノミ・イチャルパの実施場所やキャンプ場となっている。

・豊浦町礼文華生活館

所在：虻田郡豊浦町字礼文華１５６番地１

現況：平成４年１月設置。

カムイノミ・イチャルパなど地域住民の交流の場となっている。

・カムイチャシ史跡公園

所在：虻田郡豊浦町字礼文華２番地ほか

現況：昭和６３年８月設置。

豊浦とアイヌの人々との関わりを示す場所となっている。 

平成１５年に豊浦町指定文化財に登録。平成２３年にはアイヌ文化伝

承の優れた景勝地である名勝「ピリカノカ」（「美しい・形」の意）
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として国指定を受けている。 

（２） アイヌ施策推進地域計画の目標

【概要】 

アイヌ文化等のブランド化と次世代への承継を確実なものとするとともに、

地域に存するアイヌ文化等を発信し、内外におけるアイヌ関連の交流活動を活

発化させ、魅力ある地域社会の形成を目標とする。 

（３） 数値目標

事業 観光の振興その 

他の産業の振興 

に資する事業 

地域内及び地域 

間の交流並びに 

国際交流の促進 

に資する事業 

ＫＰＩ 礼文華海浜公園 

利用者数 

・豊浦町に適した

稚貝の選択 

・ホタテのアイヌ

ブランド関係 

商品開発数 

販売会実施回数 

礼文華生活館利

用者数 

アイヌ文様ラッ

ピングバス利用

者数 

令和元年度 

（基準年度） 

2,700人／年間 3,000人／年間 12,500人／年間 

令和２年度   0人／年間   960人／年間 12,600人／年間 

令和３年度 

（中間目標） 

592人／年間 豊浦町に適する

可能性のある稚

貝産地を１地域

以上選定 

1,000人／年間 12,700人／年間 

令和４年度 2,400人／年間 豊浦町に適する

可能性のある稚

貝産地を１地域

以上選定 

1,050人／年間 12,800人／年間 

令和５年度 

（最終目標） 

4,320人／年間 豊浦町に適する

可能性のある稚

貝産地を１地域

以上選定 

商品開発数 

１商品／年間 

販売会実施回数 

１回／年間 

1,100人／年間 12,900人／年間 
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４ アイヌ施策の推進に必要な事業に関する事項 

４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業 

■アイヌ文化関連の観光プロモーション事業・・・伝統的儀礼の開催場所と

なっている礼文華海浜公園の再整備や、アイヌゆかりの地などを巡る観光

ルートの開発、施設内外の案内板設置等を行う。

■水産物アイヌブランド化事業・・・ホタテ貝養殖の稚貝へい死による調査

研究を行うとともに、本事業によりホタテ貝養殖水揚げ量を安定させ、ア

イヌブランドとしての商品開発及び販売会を行う。

■ミュージカル「松浦武四郎－カイ・大地との約束－」開催事業・・・町内

におけるアイヌ文化の機運を高めるため、豊浦町が主催でわらび座のミュ

ージカルを開催する。

■アイヌ文様ラッピングバス事業・・・生活館（地域住民交流の場）を拠点

にアイヌの人々の利便性を確保するバス事業を行う。

４－４ 地域内若しくは地域間の交流又は国際交流の促進に資する事業 

■豊浦町礼文華生活館改修事業・・・北海道豊浦アイヌ協会の活動拠点とな

っている礼文華生活館の改修を行う。

５ 計画期間 

アイヌ施策推進地域計画認定の日から令和６年３月３１日まで

６ 法第１５条第１項の交付金を充てて行う事業の内容、期間及び事業費 

（１）文化振興事業

－ 

（２）地域・産業振興事業

事業内容：４―３と同じ

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付）

事業費：２８０，７２９千円

（３）コミュニティ活動支援事業

事業内容：４－４と同じ

事業期間：令和元年度～令和５年度（事業スケジュールを添付）

事業費：４６，４６４千円

７ アイヌ施策推進地域計画が法第１０条第９項各号に掲げる基準に適合すると

認められる理由 

（１）「アイヌ施策の意義及び目標」との適合性（第１号基準） 

「アイヌ施策の意義及び目標」に適合したアイヌ施策の推進を図るために
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必要な事業の記載（第２号基準） 

■４－３に記載する事業は、アイヌ文化関連の観光プロモーション及び水

産物のアイヌブランド化を実施することによって、アイヌの人々が誇り

を持って生活することができ、その誇りが尊重される社会の実現を図る

ものであり、共生社会の実現に寄与するものである。

■４－４に記載する事業は、アイヌ高齢者の活動環境の改善を図ることによ

って、アイヌの人々が誇りを持って生活することができ、その誇りが尊重

される社会の実現を図るものであり、共生社会の実現に寄与するものであ

る。

（２）反社会的勢力やその関係者（以下「反社会的勢力等」という。）の関与の可

能性（第２号基準）

４の事業については、観光プロモーション事業の一部、アイヌブランド化

事業、ラッピングバス事業を除き豊浦町の事業として実施するものであり、

反社会的勢力等の関与はない。また、観光プロモーション事業の一部は豊浦

観光協会への委託、アイヌブランド化事業はいぶり噴火湾漁業協同組合への

委託、ラッピングバス事業は豊浦ハイヤー（有）への委託を想定しているが、

それぞれ反社会的勢力等の関与は認められない。 

（３）円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること（第３号基準）

■事業の実施主体の特定

６で記載の事業については、事業担当部署である豊浦町町民課、産業観

光課、地方創生推進室が事業者を特定もしくは想定しており、その妥当性

を検証している。 

■事業実施スケジュールの明確性

６で添付の工程表は、事業担当部署である豊浦町町民課、産業観光課、

地方創生推進室が特定もしくは想定している事業者からの聞き取りを踏ま

えて作成したものであり、その妥当性を検証している。 

■地域住民の意見聴取

計画策定に当たり、アイヌの人々をはじめ地域住民 、いぶり噴火湾漁業

協同組合 から意見を聞いているが、反対意見はなかった。 

８ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

（１）目標の達成状況に係る評価の手法

３に記載するＫＰＩである礼文華海浜公園利用者数、ホタテのアイヌブランド

関係商品開発数及び販売会実施回数、礼文華生活館利用者数、アイヌ文様ラッピ

ングバス利用者数等について、実績値を公表する。また、市町村の外部有識者等

により、目標の達成状況等について検証を行い、改善点を踏まえて計画期間内の

事業実施等に反映する。 
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（２）目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容

時期：計画期間における毎年度３月末時点

内容：数値目標の達成状況について、毎年度７月に市町村の外部有識者等

による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を決定する。

（３）目標の達成状況に係る評価結果の公表の手法

目標の達成状況に係る評価結果については、町公式ウェブサイトにて公表。 

９ 法第１０条第４項に規定する事業の実施により採取する林産物の種類、当該林

産物を採取する場所、当該事業の必要性その他の内閣総理大臣が必要と認める事

項 

※ 記載事項なし

１０ 内水面さけ採捕事業を実施する機関、当該内水面さけ採捕事業に使用する漁

具その他の内閣総理大臣が必要と認める事項 

※ 記載事項なし
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